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研究成果概要 
 
2021 年度は「高エネルギー現象で探る宇宙の多様性 I」というタイトルの研究会を

2021/10/18-19で行った。微視的なプラズマ過程、突発天体現象における元素合成、ブラ

ックホール降着流及びアウトフロー、宇宙の構造形成・銀河形成と言った、幅広いスケ

ールの分野の招待講演を中心とした研究会を開催し、多角的な視点を養い、分野を越え

た共同研究を促進する機会とした。また本研究会では充分な講演時間を確保し、若手の

勉強会や座談会的な要素も兼ね備えた研究会とすることを目標とした。昨年度までのオ

ンライン研究会の問題点などを踏まえて、新型コロナウイルスへの感染対策の一環とし

て対面での参加が制限される中でも、会場を二つに分けるなど可能な限り現地にて参加

できる体制を整えた。また同時にオンラインからも発表や質問しながら参加できるハイ

ブリッド開催とし、結果 83 名（うち発表者 22 名）の参加登録が得られた。招待講師に

よる各分野における基本的な概念の説明と近年の発展のレビューは、学生や若手からシ

ニアの研究者まで興味深いものとなり、発表・質問の時間を余裕ある設定にしたことに

より、多くの質問や議論がなされた。学生・若手研究者を中心とした一般講演でも多く

の質問、議論が飛び交い、特にコロナかで対面での研究発表の機会がなかった学生の参

加者からは、良い機会になったという意見があった。こうした質問や議論は休み時間に

も多くなされ、オンライン研究会でやや疲弊し気味な昨今、とても実りある良い研究会

だったと好評を多く頂いていた。 
また、昨年に引き続き“BH Astrophysics with VLBI 2022”と題した国際研究会を他の



機関とともに共同で 2022/2/7-9で行った。こちらもハイブリッド開催とし、結果 92 名

の参加者があった。ブラックホールの降着流・ジェット・ウィンドに関して、Event 
Horizon Telescopeや東アジア VLBI 網を含む VLBI 高解像度観測および理論を軸に、

関連した幅広いテーマについて議論し、今後の観測・理論研究の方向性を整理する上で

も、有意義な研究会となった。 
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